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１  はじめに  

 

福 祉 環 境 委 員 会 で は 、「 持 続 可 能 な 医 療 体 制 の 構 築 と 健 康 寿 命 の  

延 伸 」を テ ー マ に 調 査 研 究 を 行 っ た 。調 査 を 通 じ て 、医 療 現 場 の 人 手

不 足 や 働 き 方 改 革 、高 齢 化 社 会 に よ る 医 療 ニ ー ズ の 多 様 化 な ど 、様 々

な 課 題 が 浮 き 彫 り と な っ た 。  

ま た 、市 民 の 医 療 へ の 理 解 促 進 と 新 た な 人 材 育 成 が 地 域 医 療 の 基 盤

を 強 化 し 、 行 政 の 関 わ り 方 の 変 革 が 求 め ら れ る こ と を 強 く 認 識 し た 。   

こ れ を 踏 ま え 、浜 田 市 が 取 り 組 む べ き ポ イ ン ト を 以 下 に 整 理 し 提 言

す る 。  

 

２  提言  

（ 1）  江津市との取組や病病連携について  

 

現状の問題点  

島 根 県 が 定 め る 保 健 医 療 計 画 で は 、浜 田 市 及 び 江 津 市 は 浜 田 圏 域 と

し て 定 め ら れ て お り 、両 市 の 連 携 が 求 め ら れ る が 、役 割 整 理 は 十 分 に

で き て お ら ず 、医 療 資 源 の 最 大 化 が 求 め ら れ る 。ま た 、圏 域 の 中 核 を

な す 浜 田 医 療 セ ン タ ー の 経 営 も 厳 し い 状 況 に あ り 、 今 後 も 診 療 科 の  

偏 在 が 進 む と 考 え ら れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案  

・ 江 津 市 と の 連 携 強 化 を 目 的 に 定 期 的 な 会 議 を 設 け 、 課 題 を

共 有 す る と と も に 早 期 解 決 を 図 れ る よ う 体 制 構 築 を す る   

こ と 。 ま た 、 両 市 に お い て 地 域 医 療 の あ り 方 を 共 有 し 、 共 通

目 標 を 設 定 し た 上 で 事 業 推 進 を 図 る こ と も 効 果 的 と 考 え る 。  

・ 病 院 間 で の 役 割 を 明 確 化 し 、 診 療 科 ご と の 協 力 体 制 を 強 化

す る こ と が 求 め ら れ る 。 医 療 機 関 間 で の 情 報 共 有 を 進 め 、   

患 者 に 適 切 な 医 療 を 提 供 で き る シ ス テ ム を 構 築 す る こ と 。  

・ 保 健 所 （ 県 ） や 関 係 機 関 と 連 携 し 、 地 域 医 療 の 一 体 化 に 向

け た 調 整 を 行 政 主 導 で 進 め る こ と 。  

・ 県 西 部 唯 一 の 3 次 救 急 医 療 機 関 で あ る 浜 田 医 療 セ ン タ ー の

経 営 改 善 を 進 め る た め 、 具 体 的 な 財 政 支 援 や 行 政 の 関 わ り 方

を 検 討 す る こ と 。  
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（ 2）  医療ＤＸの取組について  

 

現状の問題点  

中 山 間 地 で は 高 齢 化 に 伴 う 移 動 手 段 が 大 き な 課 題 で 、 医 療 機 関 の  

ア ク セ ス 改 善 が 求 め ら れ て い る が 、医 療 Ｍ ａ ａ Ｓ な ど の 新 た な 手 法 の

導 入 実 績 は な い 。ま た 、通 信 環 境 整 備 は 進 め て い る が 、市 全 体 と し て

の Ｄ Ｘ は 進 ん で い な い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※インタラクティブシステム … 人 の 動 き に 合 わ せ て 映 像 が 変 化 す る

画 期 的 な 投 影 技 術  

 

※ Ｎ Ｐ （ ナ ー ス ・ プ ラ ク テ ィ シ ョ ナ ー ） … 日 本 看 護 協 会 が 創 設 を     

目 指 し て い る 米 国 等 の よ う な 一 定 範 囲 の 診 断 や 治 療 な ど を 行 う こ と

が で き る 新 た な 看 護 の 国 家 資 格  

 

 

 

 

 

 

提案  

・通 院 の 不 便 さ を 解 消 す る た め 、医 療 Ｍ ａ ａ Ｓ の 導 入 は 有 効 で

あ る 。 ド ク タ ー カ ー や 地 域 専 用 タ ク シ ー 、 デ マ ン ド 型 交 通 を  

利 用 し た 実 証 実 験 に 取 り 掛 か り 、ま ず は こ の 地 域 に お け る そ の

有 効 性 を 検 証 さ れ た い 。  

・ 加 え て 、 オ ン ラ イ ン 診 療 の 導 入 な ど 、 通 院 負 担 を 軽 減 す る   

策 を 同 時 に 検 討 す る 必 要 が あ る 。診 察 が オ ン ラ イ ン で 行 わ れ る

際 の ※ イ ン タ ラ ク テ ィ ブ シ ス テ ム に つ い て も 国 保 診 療 所 の 一 部

か ら で も 導 入 を 検 討 さ れ た い 。  

・ 上 記 シ ス テ ム の 導 入 を 進 め る 場 合 、 ※ Ｎ Ｐ が 必 要 と な る 。   

育 成 支 援 制 度 の 新 設 を 検 討 さ れ る と と も に 、そ の 誘 致 活 動 に も

積 極 的 に 取 り 組 ま れ た い 。  
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（ 3）  診療科の偏在に対する市民の理解について  

 

現状の問題点  

診 療 科 の 偏 在 を は じ め と す る 地 域 医 療 の 実 態 に つ い て の 理 解 が  

市 民 と 医 療 関 係 者 の 間 で 大 き く 乖 離 し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案  

・  地 域 に お け る 診 療 科 の 偏 在 が 招 く 医 療 サ ー ビ ス の 低 下 は 避 け

な け れ ば な ら な い が 、一 方 で 、医 師 確 保 の 難 し さ に 対 す る 理 解 を

深 め て も ら う こ と も 必 要 で あ る 。 浜 田 の 地 域 医 療 を 守 る 会 を  

対 話 の 場・相 互 理 解 の 場 と し て 活 用 す る と と も に 、そ の 場 の 議 論

等 を 広 報 活 動 に よ っ て 市 民 に 対 し 情 報 提 供 す る こ と で 、 理 解  

促 進 を 行 う こ と 。  
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（ 4）  医師及びコメディカル人材の獲得に対するアプローチ

について  

 

現状の問題点  

医 師 や ※ コ メ デ ィ カ ル 人 材 の 地 元 確 保 が 困 難 で あ り 、地 域 外 か ら の

人 材 に 依 存 し て い る 。 ま た 、 医 療 人 材 教 育 機 関 の 閉 鎖 や 定 員 割 れ 、   

市 外 流 出 な ど も 大 き な 課 題 で あ る 。  
 
※ コ メ デ ィ カ ル … 医 師 や 歯 科 医 師 の 指 示 の 下 に 業 務 を 行 う 医 療  

従 事 者 （ 看 護 師 、 保 健 師 、 助 産 師 、 薬 剤 師 、 臨 床 検 査 技 師 、 衛 生    

検 査 技 師 、 臨 床 工 学 技 士 、 放 射 線 技 師 、 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 、

言 語 聴 覚 士 、 栄 養 士 、 管 理 栄 養 士 、 義 肢 装 具 士 、 医 療 事 務 ）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案  

・ 奨 学 金 制 度 の 条 件 に つ い て は 、 卒 業 後 の 地 元 勤 務 期 間 等 に

つ い て 緩 和 す る こ と も 念 頭 に 、 持 続 可 能 な 人 材 確 保 の た め の

制 度 構 築 に 努 め ら れ た い 。  

• 総 合 診 療 医 の ニ ー ズ が 今 後 高 ま る こ と を 踏 ま え 、育 成 支 援 を

進 め 、 地 元 医 師 を 積 極 的 に 育 成 す る こ と に 重 点 を 置 い た 施 策

を 展 開 す る こ と 。 石 見 地 域 で の 取 組 の 可 能 性 も 念 頭 に 置 か れ

た い 。  

• 医 師 の 誘 致 制 度 は 必 須 で あ る が 、 ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス が  

判 断 基 準 と さ れ る こ と か ら も 、 教 育 環 境 や 暮 ら し や す い ま ち

づ く り の 整 備 を 一 体 的 に 推 進 し 、 長 期 的 に 地 域 で 働 け る 環 境

を 整 備 す る こ と 。  

• 開 業 医 の 事 業 承 継 支 援 に お け る 開 業 や 後 継 者 育 成 、 医 師 の  

研 修 及 び キ ャ リ ア 形 成 を サ ポ ー ト で き る 資 金 的 支 援 に つ い て

も 検 討 さ れ た い 。  
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（ 5）  健康寿命の延伸に係る取組の在り方について  

 

現状の問題点  

当 市 の 平 均 自 立 期 間 は 、 男 性 が 県 内 ワ ー ス ト 2 位 、 女 性 は 県 内   

ワ ー ス ト 1 位 と な っ て い る 。特 に 女 性 の 喫 煙 、毎 日 飲 酒 、朝 食 欠 食 等

の 割 合 が 県 平 均 と 比 べ 高 く（ 2022 年 特 定 健 康 診 査 等 デ ー タ 集 計 結 果 ）、

改 善 に 向 け た 取 組 が 求 め ら れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＳＩＢ（ソーシャル・インパクト・ボンド） … 自 治 体 や 民 間  
事 業 者 、 資 金 提 供 者 な ど が 連 携 し て 社 会 問 題 の 解 決 を 目 指 す  
行 政 手 法 （ 行 政 か ら 民 間 へ 事 業 を 委 託 す る ス キ ー ム の 1 つ ）。   
従 来 型 の 公 共 事 業 と は 異 な り 、 成 果 報 酬 型 の 仕 組 み を 持 つ た め 、
パ フ ォ ー マ ン ス 向 上 や コ ス ト 削 減 が 期 待 で き る 。  

 

※フレイル （虚弱）予防 … 健 康 な 状 態 と 要 介 護 状 態 の 中 間 の 段 階
を 指 す 。「 身 体 的 フ レ イ ル 」「 精 神 ・ 心 理 的 フ レ イ ル 」「 社 会 的 フ レ
イ ル 」 の 大 き く 3 つ の 種 類 に 分 か れ る 。 フ レ イ ル の メ カ ニ ズ ム
（ フ レ イ ル サ イ ク ル ） を 良 く 理 解 し 、 正 し い 介 入 方 法 を 行 い 、 

フ レ イ ル に 陥 ら な い よ う に す る こ と や フ レ イ ル が 進 行 す る の を 
防 ぐ こ と 。  

提案  

・  ※ Ｓ Ｉ Ｂ （ ソ ー シ ャ ル ・ イ ン パ ク ト ・ ボ ン ド ） な ど 新 し い   

資 金 調 達 方 法 を 活 用 し て 、 健 康 寿 命 延 伸 の プ ロ ジ ェ ク ト を  

進 め る こ と 。  

・  ※ フ レ イ ル 予 防 に 効 果 的 な 健 康 体 操 や 運 動 イ ベ ン ト を ま ち  

づ く り 活 動 と 組 み 合 わ せ な が ら 積 極 的 に 開 催 し 、 全 市 民 へ の

参 加 呼 び か け を 強 化 す る こ と 。 は ま チ ャ レ な ど で 実 施 さ れ て

い る イ ン セ ン テ ィ ブ は 有 効 で あ る こ と か ら 、 そ の 拡 充 に   

つ い て も 検 討 さ れ た い 。  

・ 若 い 時 か ら の 食 事 や 運 動 な ど の 生 活 習 慣 管 理 の 積 み 重 ね が  

将 来 の 健 康 寿 命 に 大 き く 影 響 す る と さ れ て い る 。 若 い 世 代 、  

働 く 世 代 を 意 識 し た 取 組 が 重 要 で あ る 。 具 体 的 な 健 康 指 標 を  

提 示 す る こ と も 有 効 と 考 え る 。  

・ 医 療 、 福 祉 、 健 康 寿 命 延 伸 を 一 元 的 に 考 え 、 地 域 全 体 で の   

調 整 及 び 支 援 を 行 う 体 制 を 強 化 す る こ と 。  
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３  おわりに（総括と結論）  

 

浜 田 市 の 地 域 医 療 体 制 強 化 と 健 康 寿 命 延 伸 に 向 け た 取 組 は 、 行 政  

主 導 の も と 、 医 療 機 関 と の 連 携 は も ち ろ ん の こ と 、 地 域 住 民 と の 

協 力 を 得 な が ら 進 め て い く 必 要 が あ る 。 各 施 策 が 連 携 し 、 地 域 全 体

で 支 え 合 う 体 制 を 構 築 す る こ と が 、 持 続 可 能 な 地 域 社 会 の 実 現 に 

つ な が る 。 具 体 的 な ア ク シ ョ ン を 着 実 に 進 め 、 次 の ス テ ッ プ に 向 け

て 一 層 の 努 力 を 続 け ら れ る こ と を 期 待 す る 。  

ま た 、こ れ ら の 取 組 に つ い て は 、今 後 、事 業 評 価 等 を 通 じ て モ ニタ

リ ン グ し 、 所 管 委 員 会 も 共 に 課 題 解 決 に 向 け て 尽 力 す る こ と を 申 し  

添 え る 。  

最 後 に 、当 委 員 会 や 所 属 委 員 の 訪 問 、意 見 交 換 等 に ご 理 解 と ご 協 力

を い た だ い た 全 て の 方 々 に 感 謝 し お 礼 申 し 上 げ る 。  
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４  会議等の開催状況  

 

令 和 5 年 度  

 日  付  内  容  

1 1 2 月 1 日  取 組 課 題 の 検 討 協 議  

2 1 2月 1 2日  取 組 課 題 の 検 討 協 議  

3 1 2月 1 9日  取 組 課 題 の 検 討 協 議  

4 1 月 2 5 日  行 政 視 察 に つ い て 協 議  

5 2 月 2 1 日  

株式会社イーグリッドとの意見交換会（医療ＭａａＳ）  

島根大学医学部附属病院  

総合診療医センターとの意見交換会（総合診療医育成）  

6 2 月 2 4 日  島根県立大学  山下理事長による議員研修会（医療ＭａａＳ）  

7 2 月 2 6 日  行 政 視 察 の 振 り 返 り  

8 3 月 6 日  行 政 視 察 の 振 り 返 り  

 

令 和 6 年 度  

 日 付  内  容  

1 5 月 1 6 日  取 組 課 題 に 係 る 協 議 （ 地 域 井 戸 端 会 で の 様 子 を 共 有 ）  

2 5 月 2 1 日  佐藤  誠浜田市医療統括監との意見交換会  

3 6 月 1 7 日  行 政 視 察 に つ い て 協 議  

4 6 月 2 6 日  行 政 視 察 に つ い て 協 議  

5 7 月 2 2 日  
福岡地域戦略推進協議会との意見交換会（ＳＩＢによる資金調達） 

Ｒｏｒｅｎとの意見交換会（持続可能な活動）  

6 8 月 6 日  行 政 視 察 の 振 り 返 り  

7 1 0 月 1 日  浜田圏域老人施設協議会との意見交換会  

8 1 1月 2 8日  浜田医療センターとの意見交換会  

9 1 2 月 2 日  提 言 に 向 け た 協 議  

10  1 月 1 5 日  浜田保健所との意見交換会  

11  1 月 2 8 日  提 言 に 向 け た 自 由 討 議  

12  2 月 2 5 日  提 言 に 向 け た 自 由 討 議  

13  3 月 6 日  提 言 に 向 け た 自 由 討 議 、 決 定  
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